
0

＜第９回IRセミナー＞
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ライフサイエンス事業の位置づけライフサイエンス事業の位置づけ

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ その他

０５年３月期
連結売上高

０５年３月期
連結営業利益

12,986億円 811億円合計

5,134億円
(40%)

209億円
(26%)

3,004億円
(23%)

157億円
(19%)

2,191億円
(17%)

283億円
(35%)

1,487億円
(11%)

43億円
(5%)

723億円
(6%)

65億円
(8%)

447億円
(3%)

56億円
(7%)

ライフサイエンス：医薬、医療 ４４４億円 ２９億円
(3%)          (4%)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

情報通信材料・機器

繊維

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ

戦
略
的
拡
大
事
業

炭素繊維複合材料

 

＜事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ＞ ＜主な製品＞

★戦略的拡大事業（ライフサイエンス、情報通信、環境・安全・ｱﾒﾆﾃｨｰ）
→ 次期中核事業に育成

★戦略的拡大事業（ライフサイエンス、情報通信、環境・安全・ｱﾒﾆﾃｨｰ）
→ 次期中核事業に育成
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20102010年に期待されるバイオ関連産業の年に期待されるバイオ関連産業の
市場規模見通し市場規模見通し （（20022002年年 内閣府内閣府BTBT戦略大綱から）戦略大綱から）

日本のバイオ関連市場：1.3兆円（2001年） 25兆円（2010年）日本のバイオ関連市場：1.3兆円（2001年） 25兆円（2010年）

総額
25兆円

赤字：東レの関係する分野
（合計１５．１兆円）

赤字：東レの関係する分野
（合計１５．１兆円）

・バイオツール
3.1兆円

・ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ
2.2兆円

バイオツール・情報バイオツール・情報
5.35.3兆円兆円

・バイオプロセス
3.6兆円

・バイオマス
0.2兆円

・ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ
0.4兆円

環境・エネルギー環境・エネルギー
4.24.2兆円兆円

その他 0.8兆円

・医薬品、医療機器
8.4兆円

医療分野医療分野
8.48.4兆円兆円

・健康志向食品
3.2兆円

・その他食料産業
3.1兆円

食料分野食料分野
6.36.3兆円兆円

世界市場は230兆円
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東レ東レ ライフサイエンス事業の構成ライフサイエンス事業の構成

東レ
鎌倉ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ
東レﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ

東レ、東レメディカル

東レ、東レメディカル

東レＧ東レＧ

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
事業事業

（２００６年度～）

“フエロン” “ﾄﾞﾙﾅｰ”/ﾌﾟﾛｻｲﾘﾝ（BPS）

“ﾄﾚﾐｷｼﾝ” ｲﾉｳｴﾊﾞﾙｰﾝ
ｶﾃｰﾃﾙ

“ﾄﾚｽﾙﾎﾝ”

高感度DNAﾁｯﾌﾟ ﾗﾎﾞｵﾝﾁｯﾌﾟ 血液前処理ﾃﾞﾊﾞｲｽ

医療医療

医薬医薬

バイオツールバイオツール

動物薬 ：“ｲﾝﾀｰｷｬｯﾄ”、“ｲﾝﾀｰﾄﾞｯｸﾞ”

水処理 ：ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ

ﾊﾞｲｵ原料高分子：ﾎﾟﾘ乳酸

ﾊﾞｲｵﾌﾟﾛｾｽ合成 ：ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸、D-酒石酸

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
関連事業

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
関連事業
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ライフサイエンス事業の拡大ライフサイエンス事業の拡大

2004

3

2

1

ﾊﾞｲｵ
ﾂｰﾙ
ﾊﾞｲｵ
ﾂｰﾙ

2015 （年度）2010

0

期
待
売
上
高
（千
億
円
）

事業拡大構想事業拡大構想

医 療医 療

医 薬医 薬
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東レ東レ ライフサイエンス事業の特徴と課題ライフサイエンス事業の特徴と課題

ララ
イイ
フフ
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
事事
業業

医療医療

医薬医薬

バイオツールバイオツール ◆バイオ・ナノ融合 ⇒革新的バイオツールの創出

◆創薬研究開発型 ⇒ 開発中新薬の確実な上市

◆体外循環中心 ⇒ 高付加価値製品の開発・上市

・分野を特化した大型新薬の創出

・現行製品：“フエロン”、“ドルナー”の育薬

・開発中次期人工腎臓の上市

・現製品ライン周辺の集中開発

・早期事業化／検査診断事業への拡大

アライアンスによるビジネスモデル構築

・コンンテンツ獲得（有力医療機関との連携）

★研究開発費用／売上高比： ２０％強（研究開発費用の約２５％を投入）★研究開発費用／売上高比： ２０％強（研究開発費用の約２５％を投入）
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医薬品、医療材のパイプライン医薬品、医療材のパイプライン

［医薬品のパイプライン］ ［医療材のパイプライン］

Phase Ⅱ
“ドルナー”（徐放剤）

－慢性腎不全－

Phase Ⅱ/Ⅲ
“ドルナー”（徐放剤）

－肺高血圧症－

Phase Ⅲ
“フエロン”（効能追加）

－Ｃ型肝炎ﾘﾊﾞﾋﾞﾘﾝ併用－

申請済み
“フエロン”（効能追加）

－Ｃ型代償性肝硬変－

Phase Ⅱ中等度鎮痛薬

Phase Ⅰ頻尿治療薬（TRK-130）

Phase Ⅰ
止痒薬（TRK-820）

－アトピーの痒み－

Phase Ⅲ
止痒薬（TRK-820）

－腎透析の痒み－

臨床開発段階（国内）研究・開発品

開発中心房細動治療カテーテル

開発中白血球除去カラム

開発中酸化ＬＤＬ除去膜

開発中抗血栓性ＰＭＭＡ膜

発売準備中ドライ化ポリスルホン膜

臨床開発段階（国内）研究・開発品

ＰⅠ：ﾌｪｰｽﾞⅠ（臨床第１相試
ＰⅡ：ﾌｪｰｽﾞⅡ（臨床第２相試
ＰⅢ：ﾌｪｰｽﾞⅢ（臨床第３相試7
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東レ医薬・医療事業の歴史東レ医薬・医療事業の歴史

ペニシリンの製造販売

医薬、医療材の研究開始

“フィルトライザー”上市（腎透析）

PGF2a 上市（注射剤、陣痛促進剤）

PGE2  上市（安定化経口剤、出産補助薬）

インターフェロンβ上市（“フエロン”）

“アンスロン”上市（抗血栓性カテーテル）

イノウエバルーンカテーテル上市（僧帽弁狭窄症）

医薬・医療事業部門の設置

PGI2 誘導体ＢＰＳ（“ドルナー”/プロサイリン）上市

“フエロン”のＣ型肝炎（活動性）への適応承認

“トレミキシン”上市（重症敗血症治療用血液浄化機器）

“トレスルホン”上市（腎透析）

“フエロン” のＣ型肝炎（非活動性）への適応承認

“ドルナー”/プロサイリンの肺高血圧症への適応承認

TRK-820 （止痒薬）のｽｳｪｰﾃﾞﾝ申請

１９４７-１９５３

１９７０

１９７７

１９７８

１９８３

１９８５

１９８６

１９８８

１９９２

１９９３

１９９４

１９９７

１９９９

２００２

医薬・医療事業関連のできごと年

緑字：医薬
青字：医療材
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医薬・医療事業の製品紹介（医薬）医薬・医療事業の製品紹介（医薬）

量産技術の確立
（ビーズ培養）

1985年

世界初のインターフェロン製剤世界初のインターフェロン製剤

上市 （東レ・第一製薬）

ヒト天然型インターフェロン-β “フエロン”ヒト天然型インターフェロン-β “フエロン”

効能：Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎

メラアノーマ、脳腫瘍

効能：Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎

メラアノーマ、脳腫瘍
インターフェロン-β（ﾏｳｽ）の

構造解明（東大・東レ）
世界初

ビーズ上の線維芽細胞

安定化プロスタグランジンI２誘導体(BPS) “ドルナー”安定化プロスタグランジンI２誘導体(BPS) “ドルナー”

世界初の経口投与可能な
プロスタグランジンＩ２誘導体

世界初の経口投与可能な
プロスタグランジンＩ２誘導体

上市（東レ・アステラス/科研製薬）1992年

効能：慢性動脈閉塞症（潰瘍、疼痛、冷感）

原発性肺高血圧症

効能：慢性動脈閉塞症（潰瘍、疼痛、冷感）

原発性肺高血圧症“ドルナー” の化学構造式

・活性の向上・活性の向上
・代謝安定性の向上・代謝安定性の向上
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医薬・医療事業の製品紹介（医療材①）医薬・医療事業の製品紹介（医療材①）

“フィルトライザー ”・ “トレスルホン”“フィルトライザー ”・ “トレスルホン”

吸着特性に優れたPMMA中空糸膜を

使用した人工腎臓

吸着特性に優れたPMMA中空糸膜を

使用した人工腎臓

高性能ﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ中空糸型人工腎臓高性能ﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ中空糸型人工腎臓

1977年 “フィルトライザー”上市

1994年 “トレスルホン”上市

“トレミキシン ”“トレミキシン ”

世界初のﾎﾟﾘﾐｷｼﾝ固定吸着型血液浄化器世界初のﾎﾟﾘﾐｷｼﾝ固定吸着型血液浄化器

•重症敗血症
•当社の素材技術を融合 （ケミカル・繊維・プラスティック・バイオ）

1993年 上市
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医薬・医療事業の製品紹介（医療材②）医薬・医療事業の製品紹介（医療材②）

イノウエバルーンイノウエバルーン

世界初の僧帽弁狭窄症治療用カテーテル世界初の僧帽弁狭窄症治療用カテーテル

（世界約８０ヶ国で販売）1988年 上市

治療の様子（模式図）カテーテルが膨らむ様子

① ② ③ ④

ヘパリン化親水性材料アンスロン＊をコーティングしたカテーテルヘパリン化親水性材料アンスロン＊をコーティングしたカテーテル

“アンスロン”“アンスロン”
1986年 上市

外観

外径：約２ｍｍ
内径：約１ｍｍ

＊血管内での滑りやすさと抗血栓性を併せ持つ

コントロール シリコン “アンスロン”

（％）

0

50

100

1 2 3

21

81

50

静脈炎

100

18

0 0

50

100

1 2 3

血 栓

コントロール シリコン “アンスロン”

（％）

50

100

0

21

47
24

診断・治療施行時の血栓による合併症の抑制
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医薬・医療事業の連結売上高医薬・医療事業の連結売上高

0

100

200

300

400

500

600

19
96
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97

19
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19
99

20
00

20
01
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20
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20
04

（年度）

（億円）

［連結売上高］
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医薬の戦略提携と医療事業の販売ネットワーク医薬の戦略提携と医療事業の販売ネットワーク

医薬提携医療材販路

医薬国内提携
“フエロン”：第一製薬、東レメディカル
“ドルナー”：科研、アステラス
止痒薬：ＪＴ/鳥居、マルホ

IBC：ｲﾉｳｴﾊﾞﾙｰﾝｶﾃｰﾃﾙ

医療材国内販売
東レメディカル（ＴＭＣ）
ダイアライザー・“トレミキシン”・用具類(IBC・ｶﾃｰﾃﾙ)

医療材欧州販売
ＴＭＣ-TEL/代理店
ダイアライザー・ＩＢＣなど
２２ヶ国

医薬欧州提携
止痒薬：Acologix、マルホ
“ドルナー”： Sanofi-Aventis

医薬北米提携
止痒薬：Acologix
“ドルナー”： UT

医療材南北アメリカ販売
ＴＭＣ-TOMAC/代理店
ダイアライザー・IBCなど
９ヶ国

医療材アジア・オセアニア販売
ＴＭＣ/代理店
ダイアライザー・ＩＢＣなど
１５ヶ国

医薬アジア提携
“ドルナー”：アステラス

医療材中近東・アフリカ販売
ＴＭＣ/代理店
ダイアライザー・ＩＢＣなど
９ヶ国
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-- 医薬・医療医薬・医療-- 組織図組織図

関係会社 東レ・メディカル（TMC）東レ・メディカル（TMC）

医薬事業部

医薬企画部

医薬品生産部

医薬・医療事業管理室

人工臓器事業部

医療用具事業部

医療器材生産部

医療用具生産部

三島

滋賀・瀬田

岡崎

医薬・医療事業部門医薬・医療事業部門

事業部門

医薬研究所医薬研究所

先端融合研究所先端融合研究所

医療システム研究室医療システム研究室

研究本部

医薬・医療信頼性保証室医薬・医療信頼性保証室

医薬・医療開発センター医薬・医療開発センター

医薬臨床開発部
医薬開発推進室

医療材臨床開発室

医薬技術部

技術センター

薬事室医薬医療品証部

医薬・医療情報部
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医薬事業の特徴と基本方針医薬事業の特徴と基本方針

創薬研究・開発と育薬に資源集中

特徴： 生体内活性物質（ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ、ﾌﾟﾛｽﾀｸﾞﾗﾝｼﾞﾝ など）の展開

独自新薬（イノベーション新薬）を創出

臨床開発：国内は当社主体、海外は提携

販売： 最適提携先に販売委託（新しいビジネスモデル）

東レメディカル(TMC)でフエロンの一部を販売

ライセンスを事業の一つの柱

医薬事業の特徴医薬事業の特徴

研究開発に注力（創薬研究型）： 分野を特化した新薬の創出

既存製品の育薬
現行製品ラインの拡販と体質強化により収益構造を強化

当面大規模な自販戦力を持たず、販売は提携を主体とする

発展的な形としてのM&Aも視野に入れる

基本方針基本方針
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止痒薬止痒薬 ((TRKTRK--820)820)

抗ﾋｽﾀﾐﾝ薬などの既存薬が奏効しない難治性そう痒に有効な止痒薬抗ﾋｽﾀﾐﾝ薬などの既存薬が奏効しない難治性そう痒に有効な止痒薬

機 序 ：オピオイドκ受容体作動薬（基本特許）

特 徴 ：（１）５μg投与で痒みを抑制（右図）

（２）依存性を示さない

適 応 ：血液透析患者の難治性そう痒症

肝障害、皮膚疾患に伴うそう痒症

（アトピー、老人性そう痒など）

機 序 ：オピオイドκ受容体作動薬（基本特許）

特 徴 ：（１）５μg投与で痒みを抑制（右図）

（２）依存性を示さない

適 応 ：血液透析患者の難治性そう痒症

肝障害、皮膚疾患に伴うそう痒症

（アトピー、老人性そう痒など） 投与前
投与２週後

TRK-820

対照群

40
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55

60

65

70

V
A

S
値

（
m

m
）

起痒物質脊髄

感覚神経

皮膚TRK-820

メカニズム

弱
い

←
痒

み
→

強
い

痒みの信号痒みの信号
かゆみ感覚

痒みの信号痒みの信号

脳

TRK-820
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新薬開発新薬開発 ：： 頻尿治療薬頻尿治療薬 (TRK(TRK--130)((TRKTRK--130) 130)

知覚過敏
(尿意頻発)

知覚過敏
(尿意頻発)

制御機能低下
（異常な命令）

制御機能低下
（異常な命令）

頻尿発生原因

既存薬の副作用

残尿感

口渇感

既存薬
(抗コリン薬)

薬の作用部位

TRK-130

異常伝達の抑制

膀胱

脳

神経
中枢

メカニズム 薬効

排
尿

回
数

（
回

／
３

時
間

）

15

10

5

0
MC 0.01 0.03 0.10 0.30 1.00

TRK-130 (mg/kg, 経口)

新規メカニズムの頻尿治療薬：排尿に関わるシグナル伝達を制御新規メカニズムの頻尿治療薬：排尿に関わるシグナル伝達を制御

頻尿治療薬頻尿治療薬 130)

機 序 ： 膀胱知覚、異常伝達の抑制(基本特許）

特 徴 ： （１） 既存薬（抗コリン薬）の副作用（残尿、口渇感）がない

特 徴 ： （２） 動物モデルでは薬物依存性や便秘誘発、呼吸抑制なし

適 応 ： 頻尿・尿失禁症

機 序 ： 膀胱知覚、異常伝達の抑制(基本特許）

特 徴 ： （１） 既存薬（抗コリン薬）の副作用（残尿、口渇感）がない

特 徴 ： （２） 動物モデルでは薬物依存性や便秘誘発、呼吸抑制なし

適 応 ： 頻尿・尿失禁症
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中等度鎮痛薬中等度鎮痛薬 (TRK(TRK--091)091)

塩酸トラマドールを有効成分とする経口徐放錠（１日１回服用）塩酸トラマドールを有効成分とする経口徐放錠（１日１回服用）

機 序 ：ノルエピネフリンおよびセロトニン取込阻害作用を併せ持つオピオイド受容体作動薬

特 徴 ：（１）非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）と強力鎮痛薬（モルヒネ等）の

中間に位置する鎮痛作用

（２）NSAIDｓの持つ消化管潰瘍・出血、肝・腎障害等の副作用軽減

適 応 ：慢性疼痛（腰背部痛、変形性関節症 等）、癌性疼痛、術後疼痛

機 序 ：ノルエピネフリンおよびセロトニン取込阻害作用を併せ持つオピオイド受容体作動薬

特 徴 ：（１）非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）と強力鎮痛薬（モルヒネ等）の

中間に位置する鎮痛作用

（２）NSAIDｓの持つ消化管潰瘍・出血、肝・腎障害等の副作用軽減

適 応 ：慢性疼痛（腰背部痛、変形性関節症 等）、癌性疼痛、術後疼痛

薬物の拡散・放出

疎水性徐放基剤
水溶性薬物

トラマドールマトリックス型徐放剤の薬物放出メカニズム

Mundi Pharma社

より導入
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フエロン、フエロン、ドルナー徐放剤ドルナー徐放剤

特徴：“フエロン”の抗ウイルス効果、肝線維化抑制効果

⇒ Ｃ型肝炎患者の肝硬変、肝細胞癌の推移を遅延

背景： Ｃ型肝炎患者

世界：1.7億人（新規感染者：～400万人/年）、日本：200万人 （1999年WHO資料）

多くは肝硬変、肝癌へ

⇒ 肝硬変、肝癌への進行を遅らせることができれば医療上の意義は高い

特徴：“フエロン”の抗ウイルス効果、肝線維化抑制効果

⇒ Ｃ型肝炎患者の肝硬変、肝細胞癌の推移を遅延

背景： Ｃ型肝炎患者

世界：1.7億人（新規感染者：～400万人/年）、日本：200万人 （1999年WHO資料）

多くは肝硬変、肝癌へ

⇒ 肝硬変、肝癌への進行を遅らせることができれば医療上の意義は高い

“フエロン”：Ｃ型肝硬変、リバビリン併用“フエロン”：Ｃ型肝硬変、リバビリン併用

特徴：既存薬の効果が十分でない透析導入前の腎不全進展予防

１．ネコ、ヒトの小規模臨床試験で有効性を確認

①腎血流の増加、②血管内皮細胞の保護、③炎症性サイトカインの抑制

２．徐放化製剤

特徴：既存薬の効果が十分でない透析導入前の腎不全進展予防

１．ネコ、ヒトの小規模臨床試験で有効性を確認

①腎血流の増加、②血管内皮細胞の保護、③炎症性サイトカインの抑制

２．徐放化製剤

“ドルナー”の腎血流改善効果（ラット）

正常 腎炎（6週後） “ﾄﾞﾙﾅｰ”投与

“ドルナー”徐放剤：慢性腎不全（、肺高血圧症）“ドルナー”徐放剤：慢性腎不全（、肺高血圧症）

腎疾患：
・既存薬の効果は不十分
・年間３万人の患者が腎透析に移行
・腎透析患者数は国内で２５万人
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医療事業の特徴と基本方針医療事業の特徴と基本方針

当社高分子技術の展開で研究開発、３分野の事業を創出

透析 ： PMMA膜、ポリスルホン膜、 透析機器

救急・集中：“トレミキシン”

医療用具 ： イノウエバルーンカテーテル、PUセルサイト、

抗血栓性カテーテル、プロテクト等

一貫生産・販売（東レ・東レメディカル）

東レメディカルを中心としたグローバル展開による事業基盤の確保

当社高分子技術の展開で研究開発、３分野の事業を創出

透析 ： PMMA膜、ポリスルホン膜、 透析機器

救急・集中：“トレミキシン”

医療用具 ： イノウエバルーンカテーテル、PUセルサイト、

抗血栓性カテーテル、プロテクト等

一貫生産・販売（東レ・東レメディカル）

東レメディカルを中心としたグローバル展開による事業基盤の確保

医療材事業の特徴医療材事業の特徴

先端材料技術を活用し、既存製品周辺で新製品を創出

革新的な体外循環治療用具、心房細動治療カテーテルを

中心に事業拡大を図る

製造販売を効率化し、安定収益を確保

先端材料技術を活用し、既存製品周辺で新製品を創出

革新的な体外循環治療用具、心房細動治療カテーテルを

中心に事業拡大を図る

製造販売を効率化し、安定収益を確保

基本方針基本方針
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医療材の研究開発パイプライン医療材の研究開発パイプライン

・ドライ化トレスルホン

・特徴：軽量化、プライミングの簡便

・透析患者（ 欧米 50万人、国内 25万人）

透析：“トレライト”透析：“トレライト”

２００６年上市予定

救急・集中医療
白血球除去カラム

救急・集中医療
白血球除去カラム

２００８年上市予定

増加した異常活性白血球のみを除去

適応疾患：クローン病、潰瘍性大腸炎等

極細繊維
吸着担体

血液の流れ

ラ
ジ
ア
ル
フ
ロ
ー

吸着体

白血球

血液の流れ

世界で初めてのバルーン型
アブレーションカテーテル

円周状にアブレーション（焼灼）：処置時間の短縮

治療状況
（Ｘ線ビデオ）

２００８年上市予定

医療用具
心房細動治療バルーン

医療用具
心房細動治療バルーン
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★現行開発品を推進し２０１０年前後の確実な事業拡大を図る。

★医薬・医療材新製品の研究開発を進め、２０１５年前後のさらなる発展を図る。

★現行製品ラインの拡大と事業運営の体質強化を進め、収益構造を強化する。

★現行開発品を推進し２０１０年前後の確実な事業拡大を図る。

★医薬・医療材新製品の研究開発を進め、２０１５年前後のさらなる発展を図る。

★現行製品ラインの拡大と事業運営の体質強化を進め、収益構造を強化する。

まとめ：医薬・医療事業の拡大まとめ：医薬・医療事業の拡大
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◆ 概要

代表取締役 副社長 小林弘明

◆ 医薬・医療事業の概況と拡大戦略

常務取締役 医薬・医療部門長 長井幸三

◆ ライフサイエンスの研究戦略

取締役 研究本部長 阿部晃一

30
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東レ（株）の事業本部・部門と組織図東レの組織図東レの組織図

経営企画室
本社スタッフ

繊維事業本部

プラスチック事業本部

ケミカル事業部門

複合材料本部

水処理事業本部

電子情報機材事業本部

医薬・医療事業部門

技
術
セ
ン
タ
ー
（直
轄
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門

アメニティー事業部門

機能製品事業部門

研
究
本
部

関連事業本部

海外統括会社

技
術
関
係
部
署

生
産
関
係
部
署

技術センター

生産本部

取締役会

社長
副社長

経営戦略会議
常務会
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研究開発費・要員の推移（連結）研究開発費・要員の推移（連結）

約４００億円約４００億円 約２９００名約２９００名

0

2

4

6

8

10

研
究
開
発
要
員
（名
）

3500500

４００
３７６ ３７４

３８４３９１
3000

400研
究
開
発
費
（億
円
）

2500

300 2000

1500
200

1000

100
500

0 0

年 度 （計画値）年 度
（計画値）

研究開発費／売上高（商事関係会社を除く）≒ ４．５％

（ライフサイエンス ≒ ２０％強)

研究開発費／売上高（商事関係会社を除く）≒ ４．５％

（ライフサイエンス ≒ ２０％強)

2001  2002  2003  2004  2005 2001  2002  2003  2004  2005
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三島工場

・繊維研究所

鎌倉
・ ［基礎研究所］

医薬研究所
先端融合研究所

愛媛工場

・複合材料研究所

東京事業場

・研究・開発企画部
・ＣＲ企画室

繊 維 研 究 所

フ ィ ル ム 研 究 所

化 成 品 研 究 所

複 合 材 料 研 究 所

電 子 情 報 材 料 研 究 所

研
究
本
部

研究・開発企画部 ＴＦＲＣ（中国）

・重合・製糸研究部
・水処理研究所（南通）

南通

・高分子材料研究所
・水処理研究所

上海

東麗繊維研究所（中国）

滋賀事業場

・フィルム研究所
・電子情報材料研究所
・地球環境研究所
・［基礎研究所］

機能材料研究所／医療ｼｽﾃﾑ研究室
・研究・開発企画部

名古屋事業場

・化成品研究所

基
礎
研
究
所

医 薬 研 究 所

機能材料研究所／医療ｼｽﾃﾑ研究室

先 端 融 合 研 究 所

地 球 環 境 研 究 所

研研 究究 本本 部部 組組 織織 図図

33
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東レ研究開発の特長東レ研究開発の特長
１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：ＴＲＣ

強み強み

技術融合

有機合成化学有機合成化学

高分子化学高分子化学

バイオケミストリーバイオケミストリー

ナノ構造制御ナノ構造制御

ポリマー新素材ポリマー新素材

バイオ・ナノ技術バイオ・ナノ技術

蛋白・細胞蛋白・細胞

環境低負荷新素材

回路・半導体先端材料

次世代ディスプレイ材料次世代ディスプレイ材料
など

など

ＣＮＴＣＮＴ

ﾅﾉﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝﾅﾉﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝ

ゲノム創薬ゲノム創薬

コア技術 先端技術 先端材料 事業ネットワーク

基礎技術

など

プラスチック

ケミカル

複合材

水処理

医薬・医療

電子情報機材

アメニティー

機能製品

関連

繊維ナノテク革新素材

創薬・革新医療創薬・革新医療

バイオ・ナノバイオ材料バイオ・ナノバイオ材料

新薬・革新医療材

バイオ・ナノバイオ材料

基
盤
事
業

情
報
通
信

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・安
全
・ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
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東レ研究開発の特長東レ研究開発の特長
１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：ＴＲＣ

強み強み

技術融合

環境低負荷新素材

回路・半導体先端材料

次世代ディスプレイ材料次世代ディスプレイ材料

など

先端材料 事業ネットワーク

プラスチック

ケミカル

複合材

水処理

医薬・医療

電子情報機材

アメニティー

機能製品

関連

繊維ナノテク革新素材

創薬・革新医療創薬・革新医療

バイオ・ナノバイオ材料バイオ・ナノバイオ材料

新薬・革新医療材

バイオ・ナノバイオ材料

基
盤
事
業

情
報
通
信

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・安
全
・ア
メ
ニ
テ
ィ
ー創薬・革新医療創薬・革新医療

バイオ・ナノバイオ材料バイオ・ナノバイオ材料

ライフサイエンス事業

新薬・革新医療材

バイオ・ナノバイオ材料

動物薬、水処理

バイオ原料高分子

バイオプロセス合成

医療医療

医薬医薬

バイオツールバイオツール

有機合成化学有機合成化学

高分子化学高分子化学

バイオケミストリーバイオケミストリー

コア技術

ナノ構造制御ナノ構造制御

ポリマー新素材ポリマー新素材

バイオ・ナノ技術バイオ・ナノ技術

蛋白・細胞蛋白・細胞

など

先端技術

ＣＮＴＣＮＴ

ﾅﾉﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝﾅﾉﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝ

ゲノム創薬ゲノム創薬

基礎技術

など
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ライフサイエンス分野の研究方針ライフサイエンス分野の研究方針

有力製薬
メーカー

有力製薬
メーカー

ベンチャー
企業

ベンチャー
企業

国家
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

国家
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

大学
臨床機関

大学
臨床機関

合成・バイオ医薬の追求

創薬研究に特化

テーラーメード医療の創出

高分子・ナノ・バイオの融合

体外循環技術の深化

高分子とバイオの融合

薬理技術
薬理技術

安全性評価

疾患ﾏｰｶｰ情報
創薬ツール
DDS材料

腎分野
情報・評価

高分子材料

先端ナノ技術

重点疾患治療薬

革新治療薬

革新人工腎臓

高機能治療カラム

バイオチップ

血液前処理ﾃﾞﾊﾞｲｽ

有機合成化学

高分子化学

バイオケミストリー
バイオツール医療

医薬
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バイオツールの研究・開発戦略バイオツールの研究・開発戦略

検査・診断ツールの開発
◆高性能ＤＮＡチップ
◆高性能タンパク質解析

新規医薬の創製

臨床診断 臨床検体（細胞、組織） 血液

検査・診断マーカー 創薬ターゲット分子

統合データベース構築

疾患関連遺伝子・タンパク質の絞り込み

疾患との関わり検証

研究用ツール
の開発

臨床情報
遺伝子情報

（ＤＮＡチップ）

タンパク質情報

（血液前処理ﾃﾞﾊﾞｲｽ）

・京都大（癌）

など

大学大学

東レ東レ

患者
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高性能ＤＮＡチップ高性能ＤＮＡチップ

従来のＤＮＡチップの課題従来のＤＮＡチップの課題

高性能ＤＮＡチップ高性能ＤＮＡチップ

～数百 µm

~100 µm

検出用DNA

微細加工による
革新的構造の実現

検出用
ＤＮＡ

ＤＮＡ チップと反応

標識された
検体ＤＮＡ

シグナル検出

検出用
ＤＮＡ

ＤＮＡ チップと反応

標識された
検体ＤＮＡ

シグナル検出

ＤＮＡチップとはＤＮＡチップとは

DNAチップは遺伝子情報を解析するツール

高速検出
（従来型チップの１０倍）

高速検出
（従来型チップの１０倍）

高定量性高定量性

高再現性高再現性

検出感度の飛躍的向上
（従来型チップの１００倍）

検出感度の飛躍的向上
（従来型チップの１００倍）

・シグナル強度の向上
・ノイズの大幅低減

独自樹脂

検出感度不十分検出感度不十分

定量性定量性 低低

再現性再現性 低低

・シグナル＜ノイズ
・検出ムラ
：シグナル強度･安定性低下

（ガラス基板/平面構造）

生検サンプル量：１ｍｇ

生検サンプル量：１ｍｇ

★独自樹脂の微細加工で特殊構造DNAチップ基板を開発

★検出感度の飛躍的向上、高定量性・高再現性・高速検出を実現

★独自樹脂の微細加工で特殊構造DNAチップ基板を開発

★検出感度の飛躍的向上、高定量性・高再現性・高速検出を実現
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まとめ：ライフサイエンス事業拡大の戦略まとめ：ライフサイエンス事業拡大の戦略まとめ：ライフサイエンス事業拡大の戦略まとめ：ライフサイエンス事業拡大の戦略

2004　　　

3

2

1

ﾊﾞｲｵ
ﾂｰﾙ
ﾊﾞｲｵ
ﾂｰﾙ

2015 （年度）2010

0

期
待
売
上
高
（
千
億
円
）

事業拡大構想事業拡大構想

医 療医 療

医 薬医 薬

★ 東レ先端材料・技術とのシナジー効果が活かせる持続型新製品を狙う

★ 社外アライアンスを強化し、スピードアップを図る

★ 東レ先端材料・技術とのシナジー効果が活かせる持続型新製品を狙う

★ 社外アライアンスを強化し、スピードアップを図る
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本資料の業績予想、見通し及び事業計画

についての記述は、現時点における将来

の経済環境予想等の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証

するものではありません。




